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　棚田オーナの稲刈りが９月11日、泉谷地区の棚田で行
われました。内子町外からはオーナー 13組35人が参加。
金色に色づいた稲穂を収穫し、豊作を喜びました。
　今年からオーナー制度に参加したという髙岡健

け ん た ろ う

太郎さ
ん＝松山市＝は、「自然がいっぱいの棚田でする農作業
は、子どもたちにとって貴重な経験。楽しみながら、お米
を作る大変さを学んでほしい」と話していました。

今年も豊作！
泉谷の棚田で笑顔いっぱいの収穫作業

爽やかな汗をかきながら収穫する棚田オーナー

　「地域活動ステップアップ大作戦」（えひめ地域政策研究
センター主催）が９月７日、道の駅・小田の郷せせらぎ
で開かれました。会では愛媛県内の交流施設の事例など
が紹介されたほか、内子町地域おこし協力隊の納堂邦

くにひろ

弘
さんが、地元食材を使った「オダメイド」の開発経過な
どを報告。「オダメイドは小さなスタートだが、小田を
知ってもらえるいいきっかけ」と語りました。

地域課題の共有と解決のために――
県内の行政職員などが小田地区で勉強会

地域活動に力を入れる約60人が意見交換

世界に一つだけのストラップ

高橋邸で手作り体験講座を開催

　「第１回高橋邸ｗ
ワ ー ク シ ョ ッ プ

ｏｒｋｓｈｏｐ～ＵＶレジンでストラップ作
り～」が９月７日、文化交流ヴィラ高橋邸で開かれました。
ＵＶレジンは紫外線を当てると固まる透明な樹脂で、ア
クセサリー作りに適しています。同イベントは、もっと
高橋邸を利用しようと職員らが企画。参加した大野奈

な み

美
さん＝内子17＝は、「細かい作業で、夢中になった。かわ
いくできて良かった」と喜んでいました。 完成したストラップ（左）と制作に熱中する皆さん

　内子保育園とくるみ保育園の園児による「エコオフィ
ス監査」が8月24日に内子町役場分庁舎で、８月26日に
本庁舎で行われました。本庁舎では、くるみ保育園の５
歳児クラス20人が、節電やごみの分別ができているかな
どをチェックしました。園児たちは各課で「ゴミ箱は丸
でした。水道は丸でした――」などと結果を報告。かわい
らしい監査員の声に、職員も笑顔で対応していました。

「ごみの分別をきちんとしていますか」
小さな監査員が役場のエコをチェック

確認した項目に「○」や「×」を記入する園児たち

　「世界の人が憧れる内子町を目指して」をテーマに、こ
れからの内子町のまちづくりを考える講演会が８月 27
日、内子座で開かれました。第１部では建築家の隈研

けんご

吾
さんが、観光客に長く滞在してもらえるまちづくりなど
について講演。第２部では江戸川大学教授の鈴木輝

てるたか

隆さ
んを加えて対談し、「素晴らしい素材がたくさんある町。
世界に発信できる魅力は十分にある」と提言しました。

世界で活躍する建築家が内子町を絶賛

隈研吾さんが内子座で講演会

会場を交えて話す隈さん（右）と鈴木さん

　９月15日の中秋の名月にあわせて、立石地区と八日市護
国地区で恒例の観月会が開かれました。
　八日市・護国地区では「八日市町並観月会」（八日市護国
地区町並保存会主催、丸山昇会長）が15・16の両日、伝統
的建造物群保存地区で開かれました。地区内の町家などを
利用して琴や尺八などの演奏会や和紙の作品展が行われた
他、はぜとり踊りや高昌寺の精進料理のごま豆腐の販売など
が行われました。訪れた人々は行灯で照らされた町並みを散
策しながら、風情のある秋の夜を楽しんでいました。
　立石地区では17日、「第10回尾首の池／月を愛でる会」（立
石愛鱗会主催、山内毅

たけし

会長）が開かれました。ライトアッ
プされた尾首の池に約60人が来場。バンド演奏を聴きなが
ら、地元の食材を使った手作り料理に舌鼓を打っていました。

雲の切れ間からのぞく中秋の名月

町並保存地区・立石地区で恒例の観月会

1_格子戸やのれんからこぼれる明かりも魅力　2_「はぜとり踊り」を踊る翠月流の皆さん
3_通りのあちらこちらから笛や琴の音色が聞こえる　4_ライトアップされた尾首の池。
雲の隙間から月明かりがのぞく　5_地元のバンドなどが演奏で雰囲気を盛り上げる
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